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ＳＳＨ学術講演会 

講演後も

応接室で

座談会を

持ちまし

た。 

網引湿原フィールドワーク 

山下先生にサギソウなど貴重な

植物と保護の重要性を説明

していただきました。 

ＳＳＨ生徒研究発表会（神戸市） 
第19回高校生・高専生 

科学技術チャレンジ 

審査委員奨励賞 

 

 

最優秀賞（神戸大学学長室にて） 第１回中学生・高校生データサイエンスコンテスト 
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際
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兵庫県立
小野高等学校
目的 マイクロプラスチックと
マングローブの生態系の調査
近年注目されているマイクロプラスチックにつ

いて実際に西表島と石垣島で調査を行い、その量
と漂着物の種類について調べた。また、西表島の
マングローブについてその生態と種類、環境につ
いて調べました。

方法

①海岸の砂地で割りばしを
用いて20㎝×20㎝×2.5㎝
で区切り、砂1Lを採取しま
した。

②ふるい大(網目の大きさ5㎜)とふるい小(網目の
大きさ2㎜)のふるいにかけ2㎜以上5㎜未満に分別
し、目視でプラスチックを選別しました。

今回の調査で私たちは2㎜以上5㎜未満のプラス
チックを対象としました。

結果
地点

5地点当
たりの
個数

1L当たり
の個数

1㎡当たりの
個数

⻄表島中野海岸 2 0.4 10

石垣島名蔵アンパル 3 0.6 15

石垣島川平海岸 17 3.4 85

漂着していたマイクロプラスチックはすべて硬質
プラスチック片でした。

中野海岸での
漂着物調査

漂着物を探してい
る様子

打ち上げられた
軽石

中国から流れ着い
たペットボトル

海岸に打ち上げられていた漂着物で最も多かった
のはペットボトルでした。その中で中国製は9割、
台湾から流れ着いたものは1割で全ては外国から
流れ着いたものでした。
その他には発砲スチロールや、漁具などの浮きが
漂着していました。

マングローブの調査

ヤエヤマヒルギ

オヒルギ

ヒルギモドキ

ヒルギダマシ

メヒルギ

弓状の根をだ
し、最もよく
見られました。

膝根がでて葉
を食べると塩
味がしました。

葉が肉厚で
食べると濃
い塩味がし
ました。

葉の裏から塩の結晶
を出していました。

ツムギハゼ
葉の先が丸
く、板根を
出していま
した。

まとめ
私たちが調査した海岸のマイクロプラスチック

の数は、予想よりも少ない結果になりました。こ
れは、もっと小さく分解されている、もしくは分
解されずにペットボトル等のそのままの形で漂着
していると考えられます。

マングローブの調査では、種によって体液を濃
くして水を得たり、様々な形の根をだすなどの工
夫をして厳しい環境に適用しようとしていること
がわかりました。

西表島与那田川
で実習を行いま

した。

マングローブと海岸漂着物の調査
In⻄表島＆石垣島 池邉智也 石井友基

⻑⽥悠生 松本直弥 R3.12.15-17
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指導助言、また、兵庫教育大学での実験実習も行っている。今年はコロナ禍の関係で実習があまりできなかっ

たが、ナノ分光光度計によるＤＮＡ濃度の測定実習をコロナ禍の間に１回行った。 

 

３ 効果・評価・検証   

 コロナ禍の関係でオンラインによるセミナーを余儀なくされたものもあったが、セミナーの先生と密に連絡

を取り、日程を調整しながら、コロナ禍の合間を縫ってできるだけ対面にこだわりセミナーを行った。オンラ

インでも生徒はタブレットを一人一台持っているため、Zoomで画面共有することで、双方向でのやり取りが可

能になっている。また、コロナ禍による自宅待機の生徒も自宅から参加した。今後のセミナーのあり方も工夫

次第でオンライン開催という方法も考えられ、特に海外の大学や高校との連携、大学・企業の研究者との連携

を進めていく良い方法の１つと思われる。 

今年度も生徒が科学の最先端に触れることで、関心や興味を広げることができた。そして探究することの大

切さを直に感じ取り、非ＳＳＨ対象生徒より熱心に探究活動に積極的に取り組むようになったと思われる。理

数セミナーでは毎回同じアンケート内容に答えさせたが、どのセミナーでも、表の２の項目(興味関心)におい

ては①とてもよく当てはまる、②やや当てはまる の２つで100％に近い値となっている。また、５の項目もの

の見方・考え方についても理数セミナーを受けることによってほとんどの生徒が変化している。ＳＳＨ校に志

望してくる生徒は、もともと物事に興味関心が強い生徒が多いとも思われるが、引き続き、主体的に学び、探

究活動を行い、将来の研究者となるように計画してきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師、医学研究について 

（神戸大学医学研究科 

眼科研究室 楠原先生） 

「意識」と「身体」

の関係 

（大阪大学生命機能研

究科 七五三木先生） 

DNA情報を探究活動に利用する 

DNA抽出、PCR法実習 
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７ 校外研修など各種プログラム（２）  明道中學とのオンライン交流 

１ 経緯 

国立台湾師範大学教授で、科学教育研究所長でもあるChun-Yen Chang（張俊彦）先生に、日本の

隣国である台湾で本校の交流相手校として、また生徒間で探究等の分野で共同研究を進めていくのに

ふさわしい学校について伺ったところ、台中市にあるMingdao High School（明道中学）を薦めてい

ただいた。第２の候補として新北市にあるNational Overseas Chinese Experimental Senior High 
School（国立華僑実験高級中学）も挙げていただいたが、Mingdao High School（明道中学）に連絡

してみることにした。Mingdao High School（明道中学）の国際部とのメールのやりとりや、オンラ

インで顔を合わせて、意見交換、打ち合わせおよび確認を重ね、７月２６日（月）にオンラインで両

校生徒が初めて顔を合わせ、kahootを使って、日本と台湾についての早押しクイズをして緊張をほぐ

し、７月２９日（木）の第１回オンライン・サイエンス・プレゼンテーション（課題研究発表交流）

に臨んだ。 

 

２ 実施内容 

Ono Senior High School & Mingdao High School 
Online Science Presentation 

Goals of Ono SHS & MDHS Science Presentation: 
Joint research between two schools situated in the 
same region, sharing knowledge and research 
between students. 
 
2021 Presentation 

●Question and answer time after each team 
●Two groups of presenters from each school 

 〇 Ono Senior High School 

■A.I. (3 students, 12th grade)          ■  Reclassification of viola (4 students, 12th 

grade) 

〇 Hey AI!  Where’s “Waldo”?          〇 Are Viola sieboldii and V. violacea sisters? 

〇  Mingdao High School 
■Title: A candy that cleans your teeth (Biology) 
Presenters: Grade 11  Willy, Nick, Jenny, Edith 

■Title: Bead dynamics ― the application on train track safety (Physics) 

Presenter: Grade 11  Leo 
＊Spectators: Grade 10  Nicole, Kevin, Benson, Mina, Valencia 

□Date: 3 p.m. Taiwan time (4 p.m. Japan time) 29th, July 
 

３ 効果 

 事前に英語でのプレゼンテーション練習を行い、質疑応答に対応できるように想定される内容を

英語で表現できるよう学習した。意思疎通できた部分とできなかった部分（特に聞き取り）の両方が

あり、生徒は自信を持つと共に、英語での会話力という課題を認識した。 
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７ 校外研修など各種プログラム（３）      西表島生態学実習 

１ 目的・仮説 

(1) 西表島の豊かな生態系について学ぶとともに、現地調査で得た結果をもとに西表島の生態系について 

説明することができるようになる。 

(2) 西表島の生態系や海岸漂着物、マイクロプラスチックなどの海洋汚染、外来種の増加などについて、

現地で観察、調査を行い、地球規模で進む環境の変化の実態を知る。また、生態系保全と地球環境の

改善に対する興味・関心、意欲を高める。 

２ 実施内容・方法 

 ◇期間 令和3年12月15日（水）～ 17日（金） 

 ◇行程（実習内容） 

◆12月15日（水）  野外実習①（亜熱帯多雨林、照葉樹などの観察、浦内川）、ミーティング、リフレクション 

◆12月16日（木）  野外実習②（マングローブ植生の観察、浦内川流域） 

野外実習③（漂着物・マイクロプラスチック調査）、ミーティング、リフレクション 

◆12月17日（金）  野外実習④（海岸漂着物、マイクロプラスチック調査など、石垣島南部～西部） 

野外実習⑤（海岸漂着物、マイクロプラス 

チック調査など、石垣島北部～東部） 

◇参加者  科学探究科2年生（希望者） 

 17名（男子12名、女子5名、計17名） 

  引率教員  藤原正人、稲葉浩介 

 ◇訪問施設 ・くまのみ自然学校 沖縄県八重山郡竹富町字西表993  

       ・八重山殖産株式会社 沖縄県石垣市白保287-14 

３ 効果・評価・検証   

 (1)事前研修の効果により、現地での実習がより充実したものになった。 

    第1回：12月8日実習概論と課題説明  第2回：12月14日マイクロプラスチック実習 

 (2)現地でしか見分できない貴重な自然や生態系に触れることができ、生徒の自然や環境に関する理解や

解決すべき課題への理解が深まった。 

(3)事後研修の効果により、実習内容の理解がより深まった。今後、実習報告会の実施やポスター展示など 

で実習の成果を他の生徒に普及する。 

【事後研修の成果物】 

①実習報告紹介用ポスター ②マイクロプラスチック調査報告書 ③実習報告プレゼンテーション 

（4）参加生徒の感想 

  ・今まで抱いていた固定概念が今回の実習でたくさん覆された。私たちが気づいていない点で、見落と   

している課題がたくさんあることが分かった。 

  ・マングローブはほとんど同じものだと思っていたが、それぞれに個性があり、面白かった。 

  ・プラスチックのごみの問題は思っていたよりも深刻で、生き方を変えていきたいと思った。 

 

 

 

 

 

   

 

亜熱帯多雨林の観察 

マイクロプラスチック実習と海洋漂着ゴミ実習 マングローブ実習 
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